
漁業における事故発生の現況 
 

更新日：2019 年 2 月 
 

 漁業における漁船事故発生件数や死傷者数は減少傾向で推移しています

が、漁業労働の安全性の向上を図るためには、今後とも安全衛生対策の確

実な実行を推進することが必要となっています。 
 
１ 漁船員の災害発生率【参考 1 参照】 
  平成 28（2016）年の 漁船の船員の災害発生率は、陸上労働者（全産

業）の平均災害発生率の約６倍 と高い水準が続いています。 
 
２ 船舶種類別の事故隻数【参考２①参照】 
  平成 25（2013）年～平成 29（2017）年までの 漁船の事故隻数は、全

船舶事故隻数の約３割 を占めています。 
 
３ 船舶種類別の事故を伴う死者・行方不明者【参考２②参照】 
  平成 25（2013）年～平成 29（2017）年までの漁船の事故に伴う死者・

行方不明者は、全船舶の約５～６割を占めています。 
   
４ 漁船の船舶事故の発生状況【参考３①②参照】 
  平成 25（2013）年～平成 29（2017）年までの漁船の船舶事故のうち、

約３割が衝突事故（983 隻）であり、その原因は、見張り不十分等の人

為的要因によるものが９割以上（917 隻）を占めています。 
  
５ 漁業種類別の事故発生状況【参考３③参照】 
  平成 25（2013）年～平成 29（2017）年までの漁業種類別の事故発生

状況は、一本釣りが約３割（1,001 隻）と最も多く、次いで刺し網 434
隻、底引き 344 隻の順となっています。 

 
６ 漁船操船者年代別の事故発生状況【参考３④参照】 

平成 25（2013）年～平成 29（2017）年までの漁船操船者年代別の事

故発生状況は、60 歳以上が６割 以上（1,834 隻）を占めています。 
 
７ 漁船の事故による死傷者【参考４参照】 
  平成 29（2017）年の 漁船の事故（漁船の船舶事故及び船舶事故以外

の乗船中の事故）による死傷者は 428 人、うち死者・行方不明者は 140
人 となっています。 

 
８ 海中転落者（人身事故）の発生状況【参考５②③参照】 



平成 20（2008）年～平成 29（2017）年までの 船舶種類別の海中転落

者（人身事故）の発生状況は、漁船が約５割（911 人）と最も多く、船舶

種類別の海中転落による死者・行方不明者も、漁船が最も多く６割（643
人）を占めています。 



【参考1】漁船員の災害発生率 

（単位：千人率）

26年度 27 28

(2014) (2015) (2016)

9 .7 8 .7 8 .5

　 　　漁船 13.5 11.9 12.8

　 　　一般船舶 7.3 7.0 6.5

2 .3 2 .2 2 .2

　　林業 26.9 27.0 31.2

　　鉱業 8.1 7.0 9.2

　　運輸業（陸上貨物） 8.4 8.2 8.2

　　建設業 5.0 4.6 4.5

　船員(全船種)

　陸上労働者（全産業）

全産業 
平均の 
約６倍 

資料：国土交通省「船員災害疾病発生状況報告（船員法第111条）集計書」 
  
 注:1) 陸上労働者の災害発生率（暦年）は、厚生労働省の「職場あんぜんサイト」で公表されている統計値。 
 
   2) 災害発生率は、職務上休業４日以上の死傷者の数値。 



【参考２】船舶種類別による事故発生状況の推移 

資料：海上保安庁「海難の現況と対策」 
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【参考３】漁船事故の発生状況 

資料：海上保安庁「海難の現況と対策」 

衝突 
983隻 
32% 

運航阻害 
364隻 
12% 

乗揚 
350隻 
12% 

転覆 
298隻 
10% 

浸水 
201隻 

7% 

推進器障害 
196隻 

6% 

機関故障 
204隻 

7% 

その他 
419隻 
14% 

①漁船事故の事故種類別の発生状況（H25～H29） 

事故種類別 
3015隻 

見張り不十分 
715隻 
73% 

操船不適切 
98隻 
10% 

居眠り運航 
89隻 
9% 

船位不確認 
11隻 
1% 

気象海象不注意 
4隻 
0% 

その他 
66隻 
7% 

②漁船衝突事故の原因別の発生状況（H25～H29） 

衝突事故原因別 
983隻 

 
 

一本釣り 
1001隻 

33% 

刺し網 
434隻 
14% 

底引き 
344隻 
11% 

延縄 
293隻 
10% 

まき網 
92隻 
3% 

運搬船 
81隻 
3% 

ひき網 
74隻 
3% 

その他 
696隻 
23% 

➂漁業種類別の事故発生状況（H25～H29） 

漁業種類別 
3015隻 

20歳代以下 
78隻 
3% 

30歳代 
163隻 

5% 

40歳代 
344隻 
11% 

50歳代 
525隻 
18% 

60歳以上 
1834隻 

61% 

不明 
71隻 
2% 

➃漁船操船者年代別の事故発生状況 （H25～H29） 

操船者年代 
3015隻 

（その他：採介藻漁業・定置網漁業・雑漁業等） 



資料：海上保安庁調べ 

【参考４】漁船の船舶事故及び漁船の船舶事故以外の乗船中の事故による死傷者
の推移（人） 
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【参考４－１】漁船の船舶事故及び漁船の船舶事故以外の乗船中の事故による死者・行方
不明者 

資料：海上保安庁調べ 

転覆 
249人 
45% 

衝突 
128人 
23% 

船体行方不明 
51人 
9% 

火災 
41人 
8% 

浸水 
28人 
5% 

乗揚 
21人 
4% 

推進器障害 
18人 
3% 

その他 
13人 
3% 

➁漁船の船舶事故による事故種類別の死者・行方不明者 

（H20～H29） 

船舶事故による 
549人 

海中転落 
643人 
57% 負傷 

137人 
12% 

その他 
341人 
31% 

➃漁船の船舶事故以外の乗船中の事故による事故内容別の 
死者・行方不明者（H20～H29） 

船舶事故以外 
1121人 

※その他には病気、中毒、自殺等を含む 

※その他には病気、機関故障、安全阻害、運航阻害等を含む 
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資料：海上保安庁調べ 

海中転落 
189 
8% 

負傷 
1715 
70% 

その他 
528 
22% 

➃漁船の船舶事故以外の乗船中の事故による事故内容別 
の負傷者（H20～H29） 

船舶事故以外 
2432人 

衝突 
479人 
67% 

転覆 
81人 
11% 

乗揚 
69人 
10% 

火災 
27人 
4% 

浸水 
18人 
2% 

推進器障害 
18人 
2% 

爆発 
15人 
2% 

その他 
11人 
2% 

➁漁船の船舶事故による事故種類別の負傷者 

（H20～H29） 

船舶事故による 
718人 

※その他には病気、機関故障、安全阻害、運航阻害等を含む 

【参考４－２】漁船の船舶事故及び漁船の船舶事故以外の乗船中の事故による負傷者 

※その他には病気、中毒、自殺等を含む 
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【参考５】海中転落者（人身事故）の発生状況 

資料：海上保安庁調べ ※その他には貨物船、タンカーなど一般船舶を含む。プレジャーボート等には遊漁船を含む 

漁船 

643人 

60% 

プレジャー

ボート等 

175人 

16% 

その他 

259人 

24% 

➂船舶種類別の海中転落による死者・行方不明者 

（H20～H29） 

 

死者・行方不明者 
1077人 

漁船 
911人 
53% 

プレジャー 
ボート等 

422人 
25% 

その他 
383人 
22% 

➁船舶種類別の海中転落者（H20～H29） 

 

海中転落者 
1716人 
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